
１．はじめに

2003年施行された「土壌汚染対策法」1) により、土

壌・地下水中に含まれる揮発性有機塩素化合物（以下、

によ者





FN200は2倍以上の活性化エネルギ－を有し、両者の

分解機構は基本的に異なる。

［2］実汚染土壌での分解処理例

（1）Ａ社実汚染サイトでの掘削型浄化処理例

掘削汚染土壌にそれぞれMA－FN200と比較鉄粉

（Ｘ剤）を添加し、振動型混合機で処理した際の分解

性能を図５に示す。

ñも１週間以内に環境基準値以下まñ鍬 ている。
ê鴫降な 職ñある。罍％添加 ても１ケ月以上の浄化期間が必要ñあることから、MA－FN200は10倍以上の鍬 を有すると言える。

（2）Ｂ社実汚染サイトでの原位置型浄化処理例

（1能をを原 位 す 。

位リでし



としても使用できる等、A¢


